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最近の御中生の活動について紹介します。

２／２０ 思春期講座（１年生）
１年生が６時間目に体育館で「思春期講座」を行いまし

た。御前崎中のスクールカウンセラーの八木先生が思春期

に関する様々な話をしてくださいました。身体とともに心

も大人に近づいていくこの時期には、誰もが悩みや不安を

持つものです。そのことについて、八木カウンセラーはわかりやすい言葉と写真や絵で

説明してくださいました。

＜ご存じですか？＞

４月の PTA 総会の後に保護者の皆さんに紹介しましたが、御前崎中学校には県教
育委員会からスクールカウンセラーが配置されています。勤務は１週間に１日です。

２６年度は木曜日が勤務日でした。２７年度も配置されます。（曜日は未定です。）

生徒はもちろん保護者の皆さんも、ぜひご活用ください。事前に担任等を通して

予約をしてください。

２／１３ 修学旅行事前学習（２年生）
２年生はいよいよ最上級生の３年生になる日が近づいて

きました。生徒会活動や部活動でのリーダーとしての活動

も少しずつ貫禄が出てきました。

３年生になると誰もが楽しみにしている修学旅行が５月

にあります。２月１３日の５～６時間目に、修学旅行で計

画されている班別活動でのコース作りに挑戦しました。限

られた時間で、京都の公共の交通機関を利用して班で散策

をします。

当日は旅行会社の方が来校くださり、アドバイスをいた

だき、理解を深めることができました。

２／１３ 薬学講座（１年生）
２月１３日の６時間目に１年生の薬学講座が行われました。未成年の飲酒･喫煙、そ

れに加えて最近の新聞やテレ

ビで取り上げられている薬物

乱用に関わることについて、

ライオンズクラブの皆さんが

来校して、１年生の各教室で

講話をしてくださいました。

ライオンズクラブの皆さま、

ご協力ありがとうございまし

た。

希望と夢に



２／２７ 防災講話～阪神大震災～
２月２７日の６時間目に本校体育館で御前崎市防

災課による「防災講話」が行われました。

講師の米山正幸先生（北淡震災記念公園、野島断

層保存館の副館長で震災の語りべ）が、「野島断層か

らのメッセージ ～震災といのち・人とのつながり

～」という演題で、阪神大震災で経験した貴重な体

験をお話ししてくださいました。保護者や地域の方

も聴講くださいました。

講話では、「地震発生後、町人口約 11,000 人のうち約 300 名が生き埋めになっていた
が、昼過ぎには全員救出された。それは、近所の人は誰がどの部屋で寝ているかまで知

っているという隣近所とのコミュニケーションの成果である。」「当日は 565 名の消防団
員と OB 約 500 名合わせて、町人口の約１割が活動し、午後５時には行方不明者は０人
になった。」等の被災者であるからこそのお話を聞くことができ、生徒全員が聞き入っ

ていました。薄れかけている防災意識を高める大変良い機会になりました。

（生徒の感想を紹介します。）

私は防災について小学校の時にも勉強をして知っているところもありました。

でも、その体験をした人たちの思いや、その時の状況を詳しく知ることができて、

とても勉強になりました。私の家は海の近くにあって、少し危ない所です。だか

ら一緒に登校する友達や家族としっかり避難場所の確認をしておきたいです。そ

して、今日の話を家族にも伝えて、家具の確認や水などの管理をしておこうと思

いました。「自分の命は自分で守る」という気持ちをもって生活していきたいです。

＜１年３組 奥村美月＞

今日の防災講話を聞いて、改めて地震の怖さ

や防災への意識が高まりました。僕は「減災」

という言葉を初めて聞きました。このように災

害をできるだけ減らせるような取組を家族や地

域の方とできたらいいと思うし、北淡町のよう

な地震が起きた時の活動ができたらいいと思い

ました。今回の講話で備えや訓練なども積極的

にやっていきたいと、思いました。 ＜２年１組 伊村真夏人＞

「防災、減災は、ゴールじゃない。」と講師の先生が言いましたが、本当にそう

だと思います。自分の命は自分で守り、さらに他の人も助けられる人間になりた

いと思います。僕たちだけでは力も足りないので、家族や近所の人たち、いろい

ろな人にこのことを伝え、もっともっと情報交換をして、「いざ」と言う時に備え

たいです。 ＜３年４組 松下光隆＞

＜ラストスパート！！第５ステージ＞
いよいよ平成２６年度第５ステージ「感謝と準備のステージ」も大詰めになりました。

本校最大の行事である「卒業式」（３／２０）に向けて、３年生は卒業後の進路、１

年生･２年生は進級について、「有終の美」となるようまとめをしています。

一年間、保協力・御支援いただき感謝申し上げます。誠にありがとうございました。


